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みんなで投票しよう！
町制 50周年 ロゴマーク＆キャッチフレーズ

P3

P7

P27

春爛漫 桜まつり

広報おおぐち 1月号で募集したロゴマークと
キャッチフレーズを皆さんの投票により決定します

Be Ambitious 社本 恵里子さん（豊田）

P26大口町交通事故発生状況

P24まちの話題
五条川桜保護活動 ほか

就職活動真っ只中

「宇宙に行けたのは、家族や周囲の人の支えが
あったから。」
2月11日に大口中学校で、おおぐち男女共同参
画懇話会主催の講演会「宇宙飛行士 山崎直子
さんの原動力」が開催されました。



日 月 火 水 木 金 土
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かめいクリニック

寺田循環器科・内科

さくら総合病院 神尾外科

江口医院

・重度身体障がい者
日帰旅行（22）

・福祉講演会（23）
・大須演芸場が大口へ（23）

・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）

・4か月児健診（15）
・ブックスタート（19）
・家庭児童相談（20）
・登記相談（20）
・心配ごと相談（20）

・母子健康手帳交付説明会（15）
・歩く健康のつどい（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）

・大口町議会議員立候補
予定者説明会（22）

・しなやかお達者の会余野（15）
・消費生活相談（20）

・生ポリオワクチン（14）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・さくら大学（21）

・本・雑誌のリサイクル（19）・３歳児健診（15）
・心配ごと相談（20）

・子育て相談室（15）
・親子ふれあい広場（21）

・普通救命講習会（12）
・地球のステージ5（21）
・多重債務問題の解決と
自殺防止対策（23）

・1歳6か月児健診（15）
・しなやかお達者の会余野（15）
・ワークセンター説明会（21）

・子育て相談室（15）
・法律相談（21）
・親子ふれあい広場（21）

・歯科健診（15）
・らくらく離乳食教室（15）
・心配ごと相談（20）
・多重債務者相談（20）

・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・南・北・西小学校

卒業式（23）

・１０か月児健診（15）
・歩く健康のつどい（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）
・大口中学校卒業式（23）

・ＢＣＧ（14）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）

・母子健康手帳交付説明会（15）・クリーンアップ活動（22） ・心配ごと相談（20）
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※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 25日（金）午後7時まで
開設 6日（日）、27日（日）午前10時から午後2時

●所得税の申告と納税 3月15日（火）まで
※大口会場（ほほえみプラザ）での受付は2月28日（月）まで

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

9日（水）
23日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

3月6日 寺田循環器科・内科 92-3331

13日 かめいクリニック 93-9041

20日 さくら総合病院 95-6711

21日 神尾外科 93-0137

27日 江口医院 93-2626



あ な た の 一 票 で 、す べ て が 決 ま る 。

町制 周年記念
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大口町下小口七丁目１５５番地
大口町役場 政策推進課

「町制50周年記念プロジェクト」行

平成23年3月号 3

平成24年は町制50周年です。
町では、この記念の年を祝い、啓発することを目的

に、広報おおぐち1月号でロゴマークとキャッチフレー
ズを募集しました。
その結果、ロゴマーク41作品・キャッチフレーズ81

点と、多数の応募をいただき誠にありがとうございま
した。
選定した10点の中から、皆さんの投票により採用作

品を決定します。皆さんが、ぜひと思う作品に投票し、
ロゴマークとキャッチフレーズを決めましょう。
決定したロゴマークやキャッチフレーズは、町の封

筒や啓発グッズで使用し、町制50周年をお知らせして
いきます。

投票方法
①ロゴマークとキャッチフレーズの各候補の中か
らそれぞれ1点を選ぶ。（家族・事業所の中で相
談して選んでください。）

②下の指定応募ハガキ裏面に、選んだ作品の番号
をチェック。

③切り取り線に沿って切り取り、3月13日豸まで
に指定ハガキをポストへ投函。

※切り取ったハガキは切手不要です。

原本のみ
有効



※ チェックは、それぞれ1点としてください。

重ね合わせた０の「色で四季」を、「五重にして50年の時の流れ」を表しました。（大口町 45歳）

真ん中のラインは、五条川を表しているのですが、大口町がこれからも発展していく願いも込めています。
大口町の桜と澄んだ五条川と豊かな緑がいつまでも続くことを願いシンボルマークを作りました。
（大口町 12歳）

愛のあふれる大口町であるようにハートをいれました。（大口町 13歳）

大口町町制50周年の「大口町」と「50」をキャラクター化した、かわいい、華やかなロゴにしてみました。「０」
の飾りは、五条川の桜をイメージしています。どこに行っても明るく温かい町でありたいという願いを込め
ました。（大口町 42歳）

春の美しい桜並木の桜の花びらと五条川の清らかな流れを表現しました。年号を表すことで、改めて50年と
いう月日の流れを感じたいと思いました。（大口町 41歳）
五条川の流れ（青）・まちの花「さくら」の豊かな自然を背景に50周年の「50」を聖火に「お」、聖火台、キャラ
クターの手足や桜で「お、ぐ、ち」の文字を組み合わせ、大口町制50周年の明るく元気な姿をだれが見ても一
目見てよくわかり、広く愛され親しまれるよう少しキャラクター的にデザイン。21世紀をリードする「大口
町」が町制50周年を機にさらに力強く飛翔発展する勇姿を象徴したもの。（大阪府 75歳）
大口の字を人に変え、関わるすべての人々を表しています。50周年という節目の年からより一層軽やかに、
のびのびと進んでいくイメージを色とラインに込めました。（大口町 24歳）

50周年なので五角形のデザインをし、上花びらは歯車、左花びらは稲を表現し、さくら花を中心にデザイン
しました。また真ん中の３人は大口の人々で、４本ラインは、水田、五条川、れんげ、畑をイメージしました。
（大口町 17歳）

「大口町＝桜の町」というイメージをロゴマークにしました。五条川の桜をモチーフに、二本の波線で五条
川を表現。50周年の０は桜の木から舞った花びらで表現。配色は、少し彩度を落とし、落ちついた雰囲気を
もたせました。また、枠を桜と同色にし、全体的にやさしい印象とし、統一感をもたせるために３色で構成。
白黒や地の色プラス一色でも利用できるデザインになっているのが特徴です。これからも自然豊かなまちで
あってほしいという願いを込めました。（大口町 18歳）

大口町の「Ｏ」と町制50周年の「50」をモチーフに、町の花さくらの造形をあしらい。明るい未来に向かって
力強くいきいきとした町民・町政の姿、大口町の更なる発展をイメージしデザイン。（広島県 61歳）
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ロゴマークに込められた思い

町制50周年記念ロゴマーク＆キャッチフレーズ投票用紙
１. ロゴマーク
選んだ作品の番号に チェックをしてね
□笊 □笆 □笳 □笘 □笙
□笞 □笵 □笨 □笶 □筐

２. キャッチフレーズ
選んだ作品の番号に チェックをしてね
□１ □２ □３ □４ □５
□６ □７ □８ □９ □10
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原本のみ
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1. 町制50周年記念ロゴマーク候補作品
笊

笆

笳

笘 筐

笶

笞

笨

笙 笵
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2. 町制50周年記念キャッチフレーズ候補作品
１ むすぶ心で半世紀、さらに明日へ夢をつなごう！

（町民の「協働の精神」で結ばれ発展してきた大口町が半世紀を迎え、さらにこれから未来に向かって、その結
びつきを強めていこうという思いを表現しました。）（北海道 45歳）

２ 半世紀 ゆめ・ひと・みらい 大口町
（半世紀の歴史を誇る大口町は、新たな時代へ市民の協働で夢と希望を創造していきます。）（名古屋市 65歳）

3 未来向け 絆が紡ぐ おおぐちちょう
（先人への感謝と脈々と受け継がれてきた地域への思いが次世代へも継承されるように。）（扶桑町 40歳）

４ 手をつなぎ 笑顔で挑もう 花の夢
（【手をつなぎ】協働、【笑顔で】何事も明るく挨拶する、【挑もう】果敢にチャレンジ、【花の夢】魅力ある未来。
誰もが生き生きと夢を追い、実現できる町に育ってほしい、との願いを込めました。）（大口町 57歳）

５ 夢・誇り・愛 そして絆へ
（実家である大口町に、妻子とともに3年前に帰ってきました。やはり、故郷に愛着とか誇りを感じています。
これを子どもたちにも引き継いでいきたいと思い応募しました。）（大口町 47歳）

６ 造って50年 誇りのまち 創ろう新しい 幸のまち
（田園景観・五条川桜・躍動産業 50年の調和のまち造りは、みんなの誇りです。新しい幸のまち創りは、み
んなで進めます。自立と共助そして参加と協働で進めましょう。）（大口町 68歳）

７ 人でつくろう・人がつくろう・情熱でつくろう 町づくり
（町中が熱くなって何かに打ち込める…そんな大口町になると良いと思います。）（大口町 21歳）

8 夢をつないで50年 未来へと さらに羽ばたく 大口町
（50年の輝きを胸に、大口町はみんなが協働作業で新たな未来へ羽ばたいていきます。）（名古屋市 65歳）

９ 大口で であい たすけあい きずなをふかめあい
（私は大口町で、友達と出会い、ともに助け合い、きずなをふかめていくことのできるのは、この町だけかなぁ
と思ったからです。大人の人も出会い、たまに助け合っているから。）（大口町 15歳）

10 昔も現在
い ま

も未来もずっと 愛があふれる みんなの大口
（大口村のときからも、今までずっと愛がたくさんあり、100年後も200年後も、愛があふれるほどたくさん
ある。みんなの大口だ。）（大口町 15歳）

太字がキャッチフレーズ
（ ）は作品にこめられた思い
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富士見橋富士見橋

新富士見橋新富士見橋
郷前橋郷前橋

六部橋六部橋小口城址公園小口城址公園

竹橋竹橋

役場役場
昭和橋昭和橋

新田橋新田橋

大師橋大師橋桜橋桜橋

南小学校南小学校堀尾橋堀尾橋

大口中学校大口中学校

● は、トイレの設置場所です。●　　は、トイレの設置場所です。
● は、ぼんぼりの設置場所です。●　　　　　は、ぼんぼりの設置場所です。
● は、トイレの設置場所です。
● は、ぼんぼりの設置場所です。

富士見橋

新富士見橋

北河原橋北河原橋北河原橋

八劔社八劔社八剱社

郷前橋

大口橋大口橋大口橋

六部橋小口城址公園

竹橋

役場
昭和橋

新田橋
大栄橋大栄橋大栄橋

大師橋桜橋

南小学校堀尾橋

平和橋平和橋平和橋

堀尾跡公園堀尾跡公園堀尾跡公園

大口中学校

秋葉橋秋葉橋秋葉橋

ほほえみプラザほほえみプラザほほえみプラザ 中央公民館中央公民館
温水プール温水プール
中央公民館
温水プール

さくらの花さくらの花橋橋さくらの花橋

北小学校北小学校北小学校

天神橋天神橋天神橋

天天神パーク神パーク天神パーク

万願寺橋万願寺橋万願寺橋

北

大口町資源大口町資源
リサイクルセンターリサイクルセンター
大口町資源
リサイクルセンター

アピタアピタアピタ

至柏森駅至柏森駅至柏森駅

大口町の春といえば、何といっても大口町の春といえば、何といっても「五条川の桜並木」「五条川の桜並木」ですね。ですね。
冬の間、じっと寒さに耐えてきた桜も、もうすぐつぼみがほころび始めます。冬の間、じっと寒さに耐えてきた桜も、もうすぐつぼみがほころび始めます。
さあ、今年も満開の桜の下、ハイキングさあ、今年も満開の桜の下、ハイキングややサイクリングに出かけませんか？サイクリングに出かけませんか？

大口町の春といえば、何といっても「五条川の桜並木」ですね。
冬の間、じっと寒さに耐えてきた桜も、もうすぐつぼみがほころび始めます。
さあ、今年も満開の桜の下、ハイキングやサイクリングに出かけませんか？

問合せ先 役場 環境課役場　環境課
蘂蘂9595ーー1111 内線1621111　内線162

※トイレとぼんぼりの設置期間は、桜の開花状況※トイレとぼんぼりの設置期間は、桜の開花状況
によって変更される場合があります。　によって変更される場合があります。

※トイレとぼんぼりの設置期間は、桜の開花状況等
によって予告なく変更される場合があります。

3/253/25（金）（金）
～4/15（金）～4/15（金）
3/253/25（金）（金）
～4/15（金）～4/15（金）
3/253/25（金）（金）
～4/15（金）～4/15（金）
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地域懇談会④

多くのご意見等をどうもありがとうございました。問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線114

○道路関連について
「都市計画道路小口線（町道小口線）の南進部分の促進について。都市計画道路江南大口線（県道小口岩倉線）の

拡幅計画は早期に進めるのではないか。」など、道路関連の意見等を9件いただきました。
【回答】
大口町に係る道路については、都市計画決定された都市計画道路（以下（都））とその他の道路があります。また、

その道路の中でも、国が施工管理する（都）国道41号線、愛知県が施工管理をする（都）北尾張中央道（国道155号）
並びに一般県道、町が施工管理する町道に分けられます。
さて、（都）小口線（町道小口線）については、町が施工し、下小口三丁目交差点以南の整備計画ついては、（都）

役場前線（町道役場前線：アピタ前の交差点まで）を含めた、五条川右岸（上流から下流を見て右側）側の整備を検
討しています。現在、公安協議を終え、道路線形の検討をおこなっていますので、今年中には、関係地権者を含めた
地元説明会をおこなう予定をしています。また、県が施工する都市計画道路については、現在、県道小口岩倉線（（都）
江南大口線＋（都）愛岐南北線）部を優先して進めており、順次用地交渉をおこなっています。
（都）江南大口線については、西小学校西交差点以西（江南市まで）の南側の整備を優先するため、ヤマザキマザ

ック付近の用地交渉を進めています。この用地が整い次第、この区間における南側の歩道整備をおこなう予定をして
いるため、「下小口3丁目～昭和橋間」の整備については、未定の状況です。また、（都）愛岐南北線については、「県
道若宮江南線～国道155号間」の用地交渉を進めており、用地の7割程のご協力を得ることができました。今後も引き
続きこの2路線を優先して交渉をおこなってまいりますので、その他の都市計画道路の整備については、その後となり
ます。
都市計画道路の整備については、時間を要しますが、順次整備をおこなっていきますので、ご理解の程よろしくお

願いいたします。
町道の整備は、毎年度、区長さんに各地区でのご意見等のとりまとめをしていただいています。その上で、整備箇

所の選定をおこなっていますので、区長さんに申出をお願いいたします。また、通学路については、各学校と協力し
ながら、危険個所の改善を実施しています。児童・生徒の視線に立った改善を行っていますので、関連する学校にご
意見をいただければと思いますのでよろしくお願いいたします。

○その他の意見・要望について
その他にも、様々なご意見、感想をいただきました。個々へのコメント、回答はできませんが、今後の参考とさせ

ていただきます。また、「安心・安全」に対する意見要望等が多くありましたので、本町のソフト面の取組について紹
介させていただきます。「安全安心なまちづくり」については、平成22年6月23日に大口町民安全安心条例を公布・施
行しました。
この条例は、町、町民、事業者、各種団体その他関係する機関等が大口町まちづくり基本条例（平成21年大口町条

例第13号）第3条に規定するまちづくりの基本的な考えに基づき、町の責務並びに町民及び事業者の役割のもと、協働
して取組みを進めることによって、町民が安全に安心して暮らすことができる地域社会の実現を図ることを目的とし
ています。
町は次に掲げる事業を各種団体と連携して実施していきます。
①防犯に関すること。（大口町地域安全パトロール協議会）
②交通安全に関すること。（大口町交通安全推進協議会）
③消防及び防災に関すること。（大口町消防団、自主防災会）
中でも防犯については、大口町地域安全パトロール協議会加入団体と連携し、犯罪の防止活動を展開しています。
加入団体は概ね11行政区の区長が代表者で、毎月1から２回、１時間程区内のパトロールをしています。
また、町内3小学校のあんしんパトロール団では、登下校時に児童の安全のために、付き添ったり通学路の横断歩道

で誘導をおこなています。町内や近隣の市町で犯罪が起きたり不審者が発生した場合は、加入団体へファックスを送
ったり、安心安全ネットにてメールを送っています。役場でも、町民安全課・学校教育課・福祉こども課の職員によ
り、月2回パトロールをおこなっています。
江南警察署では生活安全課が担当となり、防犯情報を役場にお知らせしたり、老人クラブから依頼があれば防犯講

話をおこなっています。
基盤整備については、「安心・安全」第一で整備を進めていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。
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地域懇談会③

○施設の運営管理関連について
「北小学校の跡地利用は決まりましたか？ 子ども達が遊ぶ（ボール遊びくらいの）公園が欲しいです。」といった

旧北小学校跡地利用についてのご意見を始め、町営植松住宅、下水道、治水、尾張広域緑道・国道155号、施設の維持
管理費用など、施設の運営管理に関連する意見等を12件いただきました。
【回答】
（旧北小学校跡地利用について）
旧北小学校の跡地の土地利用については、皆様の関心の高いところですが、現在のところは未定です。既存の講堂は、

「大口町屋内運動場」と改め、町のスポーツ施設並びに避難所として引き続き活用しています。
また、この跡地利用については、平成22年8月に庁舎内で検討会を発足し、「当面の管理方針」と「跡地利用の検討

方針」の策定中です。当面の利用方法としましては、将来計画が決定するまで、当敷地を一般に利用可能なグラウンド
（広場）や、避難用空地として利用していく検討をおこなっています。将来計画については、何らかの形で皆様方の意
見を聴く機会を設けたいと思っていますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。
（町営植松住宅の跡地利用について）
現在は、大口中学校に隣接する大口町野球グラウンド並びに大口町テニスコートの利用者駐車場が不足していること

から、この跡地を臨時駐車場として利用しています。現存する植松住宅については、平成30年に耐用期限を向かえま
すので、跡地の利用については今後皆さんとともに検討していきたいと考えています。
（下水道について）
大口町の公共下水道については、普及率72％（平成22年4月1日現在）で、未だ未整備の区域がある現状であり、普

及促進に努めているところです。下水道への接続については、「供用開始後3年以内」としています。整備された下水道
施設を皆さんに利用していただかなければ、費用対効果を望むことはできません。このことから、未接続者に対する利
用促進については、広報による啓発や個別訪問を実施しています。今後につきましては、これまで以上の啓発に努めて
まいりますので、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。
（治水について）
集中ゲリラ豪雨等による洪水対策について、五条川等の河川につきましては、平成12年に起きました東海豪雨によ

る新川の決壊を機に、平成19年に新川流域水害対策計画及び新川圏域河川整備計画が策定され、愛知県の事業として
進められています。しかし、この計画は30年の期間を要するもので、ゲリラ豪雨に対応するにはこれを待っているわ
けにはいきません。そこで、本町は豪雨の際一時的に雨水を貯める調整池の整備により、災害の発生を抑制していきた
いと考えています。また、法律により一定規模以上を宅地化する場合は、その敷地内で雨水を浸透させたり、一時的に
溜めるようにすることが義務付けられていますので、ご協力をよろしくお願いします。
（尾張広域緑道・国道155号について）
この施設の管理については、愛知県でおこなっています。手入れが行き届かない状況で放置されている場合について

は、この道路にかかわらず、役場建設部建設農政課までご連絡ください。
（施設の維持管理費用について）
本町では、毎年度、「まちの財布」を作成し、全世帯に配布しています。気になる施設等がありましたら、ご覧いた

だきたいと思います。

○農用地関連について
「広大な水田は大口町の財産である（防水面でも）。後継者等、持続可能な農政を。」など、農地の保全・活用、農業

後継者等持続可能な農政等についての意見等を8件いただきました。
【回答】
まず、農業に従事する人の高齢化への対応につきましては、今後、増えると予想される休耕田畑対策を図る必要があ

ります。そこで、水田につきましては、農業経営基盤強化促進法の利用権設定等事業により、田を認定農業者等に貸し
出すことで、耕作を継続することができますが、畑については今後、貸し借りが可能な仕組み作りを研究していきたい
と考えています。後継者の育成につきましては、町内の数少ない大規模農家に対し、運営面、担い手育成等サポートし、
持続可能な農政を目指していきたいと考えます。また、農地の保全につきましては、平成21年12月の農地法等の改正
により、一団の農地など営農を保全していく区分など、農地の転用規制が厳しくなり、これにより農地の維持を図って
いきたいと考えています。農道の整備につきましては、用水路の整備に合わせ、現況道路敷地を有効に利用する形で進
めてまいります。なお、各学校においては、「総合的な学習」に取り組んでおり、その一環で、農業体験授業を実施し
ているところもあります。
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テーマ④ これからの土地利用・施設整備などの考え方

○介護サービス関係
「老人ホームの増設はどう考えているか。」「グループホームの入所者が家出をしたと区へ連絡が入り、手わけして

捜索したところ無事に保護された。同じようなことがないよう管理体制をしっかりやっていただくようお願いした
い。」など、介護サービスに関連するご意見等を5件いただきました。
【回答】
老人ホームの増設については、町は3年に1度、高齢者福祉施策や介護保険料、介護サービス基盤整備を定めた高齢者

保健福祉計画・介護保険事業計画を策定し、本年度計画策定のために「40歳～64歳の方」、「65歳以上の方」、「単身・高
齢者世帯の方」、「在宅で要支援・要介護認定を受けてみえる方」、「介護支援専門員」にアンケート調査を実施しています。
アンケート結果を分析し、今後の高齢者福祉施策や介護保険料や介護サービス基盤整備を進めていきます。また、ご質問
にあります、グループホームの入所者の徘徊については、年に６回地域住民と行政を交えてグループホームと話し合いを
おこなっています。その中で徘徊の防止について、センサーの新たな設置等や施錠等の確認の徹底を改善策として、既に
実施されています。
しかし、グループホームの利用者が、今後絶対に徘徊をおこなわないということはいえません。塀を高くして、外

界との出入りを遮断するようなことは、決してグループホームの利用者には、良い処遇とはいえません。グループホ
ームの利用者を地域住民の方にも理解していただくことも重要であると考え、今後もグループホームと共に地域の住
民の方々に開かれた施設を目指していきます。

地域懇談会②

このテーマに64件ものご意見等をいただきました。
○都市計画関連について
「都市計画マスタープランの地域を南・北・西の3地域に割った根拠は何か？」「市街化調整区域内における公園・

緑地の考え方は？」「土地区画整理事業のこれからの見通しは？」など、都市計画に関連する意見等を9件いただきま
した。
【回答】
（都市計画マスタープラン関連）
3月末を目途に、大口町が目指す、まちづくりのビジョンを示す「大口町都市計画マスタープラン」（目標年次：平

成42年）の策定を進めています。本町のまちづくりの理念と目標については、（将来像）「輝く水と緑 元気な暮らし
広がる自治のまち おおぐち」を基本理念とし、以下のように設定しました。
①安全を意識したまちづくり
②協力し合い、協働で進めるまちづくり
③共生によるまちづくり
④持続可能な発展をめざしたまちづくり
この将来像を目指し、担うべき役割を3つの地域に分けて、地域別構想を作成しました。なお、この地域区分につ

いては、小学校区を参考にしました。
公園・緑地の整備については、低未利用地の市街化の推進にあわせて適正距離における確保に努め、環境の軸であ

る五条川と尾張広域緑道を中心に、都市計画道路の整備とともに安全な歩行空間の確保に努めます。また、環境軸の
五条川をはじめとする河川については、治水整備などとともに親水空間の整備を検討・促進します。さらに、五条川
の桜並木をはじめ、町内の良好な樹木などについては適正な維持を推進し、保全に努めていくものとします。その他
土地利用計画等の詳細につきましては、「大口町都市計画マスタープラン」が策定され次第、町ホームページでの公
表および図書館に備える予定をしています。
（区画整理事業関連）
現在、大口町内で新規に区画整理事業が具体化されている地区はありません。
中小口地区については、平成22年12月現在においては、区画整理事業によらない手法により、土地の有効利用を

再検討していますが、いずれの手法にしましても、土地所有者の協力なしでは実施は不可能です。
町としましては、両地区（中小口・宮前）の土地の有効利用について、協力できることについては、積極的に関わ

りたいと考えています。
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地域懇談会の報告書

たくさんのご意見を
ありがとうございました。

昨年11月に開催した「地域懇談会」では、多くのご意見等をお寄せいただき、どうもありがとうございまし
た。これらご意見に対する回答を先月号に引き続き掲載します。
今月は、テーマ「進む高齢化～お年寄りが地域で安心して暮らし続けられるために～」と、テーマ④「これ

からの土地利用・施設整備などの考え方」について、「質問カード」で寄せられたご意見への考え方を取りまと
めました。

テーマ③ 進む高齢化～お年寄りが地域で安心して暮らし続けられるために～

このテーマに68件ものご意見等をいただきました。全てをご紹介できませんが、同じような内容の意見等をまとめ、
それに対する回答とともにご紹介します。
※意見等の一つひとつは、町ホームページ及び役場地域振興課窓口でご覧いただけます。
http://www.town.oguchi.aichi.jp/

○単身・高齢者世帯関係
「高齢者の方の単身での生活が一番支援が必要と思われますが、新聞配達業者に参加してもらう案は良いと思いま

すので、実施してもらいたいと思います。」「分別収集時にスタンプカードにスタンプを押しているが、受付をするこ
とで、異変に気づくことができるかも。」など、単身・高齢者世帯に関連する意見等を17件いただきました。
【回答】
ご提案いただいた件については、情報収集をおこない、実際に大口町で活用できるかを検討していきたいと考えていま

す。社会構造の変化と寿命が延びたことに伴い、確実に大口町でも単身・高齢者世帯が増加しています。地域懇談会の中
でもお話をさせていただきましたが、町だけで単身・高齢者世帯の見守り等をおこなうことは不可能です。単身・高齢者
世帯の方々の自助と、地域の住民の方々や各種団体の互助と、行政の公助の３つの力を合わせていかなければ、単身・高
齢者世帯の見守り等をおこなっていくことは不可能であると考えています。
また、一つの手法だけで単身・高齢者世帯の見守りが、万全におこなえるということは無いと考えています。本年度、

大口町では、新聞、郵便、ヤクルト、牛乳配達の事業者と、単身・高齢者世帯の見守りの協定を締結します。これにより、
配達時に単身・高齢者世帯に異変があった場合は、町へ連絡をしてもらうという仕組みを作ります。
新聞配達や郵便による見守りも「新聞を取っていなければ見守れない。」というご意見がありましたが、少なくとも

新聞を購読している方の見守りはできます。確かに協定を締結するだけで、すべての単身・高齢者世帯の見守りが万
全とは言えません。広報を配布するときに、単身・高齢者世帯にはポストに入れておくのではなく、必ず手渡しして、
そのときに顔をみて安否確認をするなど数多くの方法を重ね合わせることで、安全で安心して単身・高齢者世帯が地
域で生活していけると考えています。

○高齢者を支える地域関係
「地域の力が必要とされるテーマだと思う。この場での意見交換は困難なので、別の機会を作り、自治組織やNPO、

住民と話し合いの場を持つと良いのではないでしょうか。」「さけて通れないテーマなので、自治会などが中心に対応
していかなければいけないと思った。」など、高齢者を支える地域に関連する意見等を19件いただきました。
【回答】
今回の地域懇談会で、住民の方々が、高齢者を地域で支えるという意識を持っていただいていることを知り、大変

心強く思っています。高齢者を支えていくには、町だけでは不可能です。高齢者の方々が自ら努力され、地域の住民の
方々が見守り支え、町も施策として支援していくという3つの力を合わせていかなければ、地域の高齢者を支えていく
ことは不可能であると考えています。これから益々増加する高齢者を支えていくには、地域の住民の方々の役割は大変
重要になっていくと考えています。しかし、小さなこの大口町でも地域のあり方は様々です。それぞれの地域に合っ
た高齢者を支える仕組みを、地域で作っていくことが大切であると考えます。
今年度から、区長さん・民生委員さん・地区それぞれの老人クラブの方々に集まっていただき、研修をおこなって、

地域の住民の方々と共に地域で高齢者を支える仕組み作りの検討会を始めていきます。

地域懇談会①



平成23年3月号12

全
国
統
一
標
語

「
消
し
た
か
な

あ
な
た
を
守
る

合
言
葉
」

３
月
１
日
貂
か
ら
３
月
７
日
豺
ま
で
の

一
週
間
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の

重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生
活
の
中
で
防

火
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
火
災
の

死
傷
者
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
全
国
各
地

で
も
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
知
識
や
消
火
技
能

を
習
得
す
る
た
め
に
も
、
是
非
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

丹
羽
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
週
間
を

中
心
に
次
の
こ
と
を
お
こ
な
い
ま
す
。

①
事
業
所
、
町
内
会
等
の
避
難
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
の
指
導

②
横
断
幕
、
懸
垂
幕
の
掲
示

③
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
（
午
後
９
時
）

④
一
日
女
性
消
防
士
の
開
催
（
３
月
３
日

貅
）

丹
羽
消
防
署
管
内
昨
年
の
火
災
状
況

丹
羽
消
防
署
管
内
（
大
口
町
・
扶
桑
町
）

で
は
、
昨
年
１
年
間
に
１４
件
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
建
物
火
災
が
８

件
と
半
数
を
超
え
、
そ
の
他
火
災
３
件
、

車
両
火
災
３
件
で
し
た
。

出
火
原
因
で
多
い
の
が
、
放
火
・
放
火

の
疑
い
、
こ
ん
ろ
、
た
ば
こ
等
で
、
こ
れ

は
全
国
的
に
も
ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
ま

す
。ち

ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
、
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
危
険
な
所
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
し
ま
し

ょ
う
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち

に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火

器
な
ど
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
方
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
つ
い
て
い

ま
す
か
？

平
成
２０
年
６
月
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
お
宅
に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

か
？住

宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を
感

知
し
て
音
声
や
警
報
音
で
火
災
を
知
ら
せ

る
機
器
で
、
火
災
を
早
期
発
見
し
逃
げ
遅

れ
を
防
ぐ
の
に
大
変
有
効
で
す
。
尊
い
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
必
ず
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
が

特
定
の
業
者
に
販
売
を

依
頼
し
た
り
、
直
接
販

売
し
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

蘂
９５
―

５
１
５
８

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

３
月
１９
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

扶
桑
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

建物
火災

その他

車両
火災

大口町・扶桑町
昨年14件
の火災 8件

3件

3件
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と
も
か
く
も
終
り
て
湯
あ
み
除
夜
の
鐘

野
田

信
子

除
夜
の
鐘
ま
よ
い
残
し
て
撞
き
終
る神

谷

さ
ち

来
し
方
を
つ
く
づ
く
思
ふ
除
夜
の
鐘酒

井

聖
子

除
夜
の
鐘
余
韻
に
夢
の
開
か
れ
て

安
壮

志
保

除
夜
の
鐘
遠
き
子
思
ふ
母
ご
こ
ろ前

田
千
代
子

除
夜
の
鐘
遠
く
近
く
で
響
き
あ
ふ田

山
地
美
名

淑
気
満
つ
二
畳
茶
室
の
薄
明
か
り安

藤

亮
子

聳
え
立
つ
宮
の
大
楠
淑
気
満
つ

丹
羽

清
声

願
い
込
め
祈
り
を
込
め
て
淑
気
か
な縣

弘
子

除
夜
の
鐘
幾
と
せ
来
た
る
苦
楽
道佐

竹

悦
子

初
雀
枝
移
り
し
て
睦
ま
じ
く

丹
羽

壽
子

古
里
の
友
の
賀
状
に
う
さ
ぎ
跳
ね荒

谷
富
美
子

客
去
り
て
夫
婦
黙
っ
て
み
か
ん
剥
く渡

辺
す
み
子

お
雑
煮
は
我
が
家
は
夫
の
長
野
流宮

下
喜
代
子

風
花
舞
ふ
内
宮
外
宮
め
ぐ
り
か
な土

川
喜
一
郎

こ
と
こ
と
と
話
も
煮
込
む
夜
の
鍋土

田
千
惠
子

グ
ル
ー
プ
の
食
事
笑
い
の
声
絶
え
ず長

野

ま
す

思
い
出
の
振
袖
子
に
も
着
せ
つ
な
ぐ吉

田

雄
亮

そ
の
声
へ
心
が
見
え
る
電
話
口

安
藤

久
子

大
ト
ロ
で
シ
ャ
リ
の
見
え
な
い
カ
ウ
ン
タ
ー

平
尾

幸
助

鉢
植
え
の
き
ゅ
う
り
ぶ
ら
ぶ
ら
部
屋
の
中

日
比
野
文
子

諦
念
も
小
さ
な
新
芽
春
を
待
つ

天
野

信
和

着
膨
れ
も
流
行
な
れ
ば
堂
々
と

安
藤

た
ま

工
事
場
の
轍
も
ち
上
げ
霜
柱

葉
栗

晴
美

二
見
浦
波
に
の
ま
れ
て
鴨
の
群長

谷
川
す
ゞ
子

冬
の
日
の
背
中
に
ぬ
く
し
窓
を
拭
く前

川

立
代

朽
ち
落
葉
頭
に
載
せ
て
蕗
の
薹

水
野

邦
子

笑
窪
か
な
触
っ
て
み
た
い
春
隣

大
野

正
子

小
さ
き
指
雪
の
葉
と
実
を
つ
ゝ
き
け
り

佐
藤

千
志
子

冬
晴
れ
や
肩
す
り
合
わ
せ
五
杜
詣近

藤

清
子

鴨
の
声
砦
の
山
に
雪
降
れ
り

土
川

照
恵

展
示
室
に
入
る
と
、
昭
和
５７
年
の
衣
装

雛
七
段
飾
り
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
リ
カ
ち
ゃ
ん

人
形
や
ソ
ノ
シ
ー
ト
な
ど
、
当
時
実
際
に

女
の
子
が
遊
ん
で
い
た
応
接
間
の
様
子
が

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

先
月
号
で
も
紹
介
し
た
、
お
雛
様
と
お

内
裏
様
の
衣
装
を
着
て
写
真
を
撮
影
す
る

コ
ー
ナ
ー
は
、
今
年
も
大
変
な
人
気
と
な

っ
て
い
ま
す
。
週
末
に
は
、
ご
家
族
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
す
。
今
年
は
、
大
人
用
の
衣
装
を
男
女

新
た
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
大
人
も
子
ど

も
も
一
緒
に
衣
装
を
着
て
、
写
真
を
撮
り

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

写
真
撮
影
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
ず
大

人
の
方
同
伴
で
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

「
ひ
な
ま
つ
り
」
企
画
展
は
３
月
１３
日

豸
ま
で
開
催
し
ま
す
。

資
料
募
集
中
！

資
料
館
で
は
、
先
月
の
旧
大
口
北
小
学

校
周
辺
の
写
真
と
と
も
に
、
端
午
の
節
句

で
飾
る
兜
飾
り
お
よ
び
甲
冑
飾
り
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―

０
０
５
５

企
画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」
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万 人！『がん』は死亡原因の第１位
男性の２人に１人、女性の３人に１人が一生のうちに一度はがんと診断されています。
33 6468
（死亡数：厚生労働省「人口動態統計」（2007年）、罹患数：国立がんセンター対策情報センターホームページより）

がん
最前線

肥満の男性は要注意

大腸がん
大腸がんは、がん細胞の位置によ
り結腸がん・直腸がん・肛門がんに
分類されます。がんの中でも原因
の解明が最も進み、予防しやすく
なっています。

こんな
人は
要注意

血のつながりがある親戚
に大腸がんの人がいる
お酒が好き
ベーコンやハム・ソーセ
ージ等の加工肉が好き
たばこを吸う
太っている

・

・
・

・
・

禁煙が最大の予防法

肺がん
自覚症状が少なく、発見されたとき
には、かなり大きながんになってい
ることが多くあります。また、有効な
治療法が少なく、治りにくいがん
で、がん死の1位となっています。

こんな
人は
要注意

たばこを吸う
受動喫煙の機会が多い
・
・

日本人に最も多い

胃がん
胃がんは、胃壁の最も内側の粘膜
の細胞から発生します。進行が遅
く、検診で見つけられる大きさにな
、るまで、何年もかかるといわれて
います。

こんな
人は
要注意

・

・

・

早期がんであれば、がんもほぼ治療できる！！

細
胞
１
個

15年 1年半

1cm 2cm

早期の胃がん 進行した胃がん

早期発見の期間（100％近く完治） 進行がん進行がん進行がん

食生活で塩分をとりすぎ
ている
野菜、果物をあまり食べ
ない
たばこを吸う

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
３
月
４
日
貊

平
成
２２
年
５
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
３
月
１１
日
貊

平
成
２２
年

１１
月
生
ま
れ
の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

次
の
任
意
予
防
接
種
の
助
成
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
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集
団
予
防
接
種

任
意
予
防
接
種
の
助
成

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

式
場
に
こ
も
る
熱
気
や
新
成
人

土
川
喜
一
郎

今
月
の
健
康
川
柳
何
に
で
も
参
加
わ
た
し
の
ボ
ケ
防
止

土
田
千
恵
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

予防接種の種類 対象年齢 自己負担金

ヒブワクチン 生後2か月から
5歳未満 2,900円

小児用肺炎球菌 生後2か月から
5歳未満 3,700円

子宮頸がん
ワクチン

中学1年生から
高校1年生 5,300円

※これらの予防接種は、任意予防接種です。効果
と副作用を医師と相談のうえ、保護者の判断で接
種してください。

※対象者には、予診票等を郵送しています。
※接種対象年齢を超えると助成されませんのでご注
意ください。
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定
年
後
、
腹
回
り
を
気
に
し
て
い

た
ら
、
役
場
か
ら
メ
タ
ボ
講
座
の
案
内

が
届
き
ま
し
た
。
早
速
、
指
導
に
従
い
、

コ
ー
ヒ
ー
に
付
く
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
を
何

も
つ
け
な
い
ト
ー
ス
ト
に
、
ご
飯
茶
碗

を
女
性
物
に
、
そ
し
て
夕
方
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
始
め
ま
し
た
。

半
年
後
の
検
査
で
は
、
血
圧
が
正

常
に
戻
り
、
腹
囲
は
減
っ
た
も
の
の

ま
だ
９０
セ
ン
チ
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
度
は
病
院
か
ら
、

血
糖
値
が
高
い
と
の
こ
と
で
、
再
び

メ
タ
ボ
講
座
の
案
内
が
き
て
驚
き
ま

し
た
が
、
指
導
の
お
陰
で
今
で
は
体

も
軽
く
な
り
快
調
で
す
。

前田新生さん

94̶005194̶0051

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 23（水） 午後1:00
～1:30

22年11月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 8（火） 午後1:00
～1:30 22年5月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 15（火） 午後1:00
～1:30 21年8月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 2（水） 午後1:00
～1:30 20年2月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 7（月）
22（火）

午前9:40
～9:50 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 3（木）
17（木）

午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師・歯科衛生
士による育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※17日は要予約

歯科健診 16（水） 午後1:00
～1:30 2歳3か月児（20年12月生まれ）

らくらく離乳食教室 16（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期～中期のお話とデモンストレーシ
ョン ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 8（火）
22（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

11（金）
25（金） 午前10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ

ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

1（火）
15（火）

午前10:00
介護予防のための筋力トレーニングを中心と
した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
8（火）
22（火）
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★やってみよう 「こま回し」
3月8日（火） 午後4時から
29日（火） 午後2時から

★川柳の日 3月9日（水）、10日（木）
★ドッジボールの日 3月18日（金） 午前10時から
★体育あそび「大なわとび」 3月18日（金）午後2時から
★おやつ作り「五平餅」
3月19日（土） 午前10時から正午
定員 20名 費用 100円 申込み 3月3日（木）から
★ドッチビーの日 3月25日（金） 午前10時から
★センターライブ 3月26日（土） 午後1時から
★今月のぬいとり
『おひなさま』『リラックマ』『たんぽぽ』『ツタージャ』

★今月のおりがみ
『おひなさま』『五角形のうつわ』

★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

★おやつ作り「パン」（元気クラブ協賛）
3月5日（土） 午前10時から正午
定員 12名 費用 50円 申込み 2月22日（火）から

★川柳を詠もう
3月8日（火） 午後3時30分から4時30分

★運動あそび「なんでもバスケット」
3月17日（木） 午後3時30分から4時30分
★おりがみ教室
3月19日（土） 午後1時30分から4時

★よみきかせ
3月22日（火） 午後3時30分から

★レッツエンジョイ春休み「体力測定」
3月29日（火） 午後2時から3時
★ぬいとり
『おひなさま』『たんぽぽ』『リラックマ』『ルフィ』

★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび 『馬とびパズル』『卓球』
★今月のぬいとり
『おだいりさま』『おひなさま』『ウソップ』『ゾロ』

★けん玉検定日
3月14日（月）、17日（木） 午後4時から5時

★チャレンジ「ストラックアウト」
3月18日（金）、24日（木） 午後3時30分から4時30分

★春休みお楽しみ会（劇団なんじゃもんじゃ）
「きずだらけのリンゴ」
3月25日（金） 午前10時から11時

★クレープ作り
3月28日（月） 午後2時から3時 定員 30名
費用 100円 申込み 3月14日（月）から

★川柳の日
毎週火曜日 午後3時30分から

★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親
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3
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

はるにはね おはながいっぱい きれいだな（西小1年）
こままわし しょうをとったよ きせきだな（西小2年）
おさつはね ひとのかおが ふしぎだな（西小3年）

月



大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

トレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用について

ほほえみプラザ 5階トレーニングセンター
午前9時から午後9時
問合せ先 蘂94―0057
※入会希望の方は、トレーニングセンターの会員登
録をお願いします。会員登録には顔写真が必要で
す。（スナップ写真でもOK。縦30㎜×横25㎜）

トレーニングセンターでは、シルバー登録者（大口町に
お住まいの65歳以上の方）80人を対象に体力レベルの調
査をおこないました。

■ ６分間歩行
ウォーキングマシーンを使い、自分にあった速度で6

分間歩行して頂き、距離を測定しました。下記を参考に
ご自分の体力をチェックしてみてください。
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※写真と本文は関係ありません。

※３月の園庭開放はあり
ません

ＱＱＱＱ 子どもの作品の保存方法を教えてくださ
い。

ＡＡＡＡ ３月は、進級や入園、入学に向けて子ど
もたちが作った一年分の作品を整理する良

いタイミングですね。絵などは重ねて保存したり、
複合プリンタについているスキャナーでパソコン
に取り入れたりして保存することもできます。立
体物は保存場所に悩むこともあるのでは。こうし
た作品は、写真に撮って保存するのがお勧めです。
作品の思い出だけではなく、子
どもが一生懸命作ったものを大
切にする大人の思いも、子ど
もたちに伝わることでしょう。

結果
男性平均 610m
女性平均 550m

大口町総合運動場外周
（574ｍ）
体力テストの結果

男性 約5分40秒

女性 約6分15秒

＜ウォーキング時の歩き方＞
○視線は10mから15mくらい前を見る。
○背筋を伸ばし、肩の力を抜いて、腕はリズム良く振
る。

○目標は1日1万歩（300キロカロリーの消費）

※いろいろな歩き方を試し、自分にあった歩き方を見
つけ、継続して歩くように心掛けましょう。

※トレーニングセンターでは多くの高齢者の方が運動
しています。体力をつけたい方、自信のない方、一
度足を運んでみてください。

＜ウォーキングのいいところ＞
○激しい運動とは違い、自分のペースで気軽にできる。
○腕を振り歩幅を広くすると、使っていない筋肉が動き
血流がアップする。

○生活習慣病予防、改善など



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
３
月
２５
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
３
月
６
日
豸
、
２７
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

バ
イ
ク
、
軽
貨
物
、
小
型
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
、
耕
運
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
自
動

車
な
ど
の
所
有
者
は
、
町
へ
「
軽
自
動
車

税
」
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１

年
分
の
軽
自
動
車
税
の
課
税
内
容
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
に
よ
り
判
断
し

ま
す
。「
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
」「
盗
難

に
あ
っ
た
」「
廃
棄
物
処
理
業
者
に
出
し
て

し
ま
っ
た
」
な
ど
の
理
由
で
、
軽
自
動
車

等
を
現
実
に
所
有
し
て
い
な
い
方
は
、
廃

車
の
手
続
き
を
必
ず
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
お
こ
な
わ
な
い
と
、
引
き

続
き
所
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
課
税
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎
年
３
月
は
軽
自
動
車
税
申
告
等
の
関

係
か
ら
、
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、
廃
車

の
届
出
が
集
中
し
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
名

義
変
更
お
よ
び
廃
車
の
届
出
は
で
き
る
限

り
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
済
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

廃
車
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
尾
張
小

牧
ナ
ン
バ
ー
は
小
牧
市
に
あ
る
軽
自
動
車

検
査
協
会
、
大
口
町
ナ
ン
バ
ー
は
役
場
税

務
課
で
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４

町
県
民
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
が
平
成

２３
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
町
県
民
税

の
各
期
分
を
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
報
奨
金
の
交
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

既
に
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
登
録
を

さ
れ
て
い
る
方
で
、
変
更
を
希
望
さ
れ
、
ま

だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

役
場
税
務
課
窓
口
ま
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
は

今
ま
で
ど
お
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

廃廃
車車
手手
続続
きき
はは
おお
済済
みみ
でで
すす
かか

町町
県県
民民
税税
をを
前前
納納
ささ
れれ
てて
いい
るる
方方
へへ

問合せ先 役場 町民安全課 蘂95―1111 内線112

「地域自治組織等のイメージについての検討」
を3つの班に分かれ、班ごとでおこなっています。
今までは、グループワークを通して現実的な地

域課題について、話し合ってきました。そして、
地域課題の解決策を考えるため、7月には地域自
治セミナーを、12月には町民活動まかせてネット
と協働し、大口町まちづくり協働フォーラムを開
催しました。それを参考に地域が抱えている課題
を解決するにはどのような組織が必要か、何をな
すべきかを考え、新しい地域自治組織を始め、地
域への支援のあり方、各種団体との関係のあり方、
地域への権限移譲とその財源の確保などのイメー
ジを検討しています。

まちづくりを考える会では現在…。

今後は、3つの班でそれぞれ検討したイメージを
「新しい地域自治組織等のあり方（案）」としてまと
めていきます。



【一般書】
①年収300万円時代、子どもの教育費はこうしなさい！
後悔しない、教育費の貯め方と使い方

大竹のり子／著
②中学受験楽しく学ぶ「家庭力」でできる子を育てる
国語・算数・理科・社会 吉本笑子／著

③先生と保護者のための子どもアレルギー百科
向山徳子／著

④あしたのお弁当 飯島奈美／著
⑤思い出に残る子どもの写真を撮る方法

高濱正伸／著
【児童書】
①あいうえおべんとう 山岡ひかる／作
②行事のおはなし12か月 読み聞かせにぴったり全17
話と暦の解説付き 左近蘭子／作
③楽しく遊ぶ学ぶせいかつの図鑑
④どうしてぼくをいじめるの？ ルイス・サッカー／作
⑤挨拶絵本 五味太郎／著

①大原照子のシンプル家事ノート ラクして気持ちよ
く暮らすいちばん簡単な方法 大原照子／著

②15分で作れる野菜の遅ごはん 遅く帰っても大丈夫
ほりえさちこ／著

③どうしても捨てられない!! あなたのための捨てずに
快適収納術 腹肉ツヤ子／著

④引っ越し大作戦 節約博士のトクトク探検
平場健仁／著

⑤就活難民にならないための大学生活30のルール
常見陽平／著

⑥500円からはじめるらくらくお金を貯める本
ひとり暮らしで楽しく貯金 上野やすみ／監修

⑦ひとり暮らしのスッキリ！収納book
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図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
曲
ア
ル
バ
ム
」

全
１４
巻

「
ア
ニ
メ
文
学
館
」全

１５
巻

１
９
７
６
年
の
放
送
開
始
以
来
、

愛
さ
れ
て
き
た
曲
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
前
に
、
赤
ち
ゃ

ん
に
す
す
め
る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ

な
い
ま
す
。

日
時

２３
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

５
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
り
口
付
近

今
月
の
休
館
日

７
日
豺

１０
日
貅

１４
日
豺

２２
日
貂

２８
日
豺

※
２１
日
豺
は
、
祝
日
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

新
着

Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

【
３
月
５
日
貍
に
並
び
ま
す
】

日
本
文
学
の
代
表
作
を
親
し
み
や

す
い
表
現
で
観
る
も
の
に
語
り
か
け

ま
す
。

入園・入学 親子で知っておきたい本 新生活のために読みたい本

「図書館ボランティア」を募集！

図書館で小さな子どもさんに、絵本を読み聞
かせて想像の世界へ誘ってみませんか。
個人、団体を問いません。
あなたの読む本の向こうに、小さ

な瞳が待っています。明るく、元気
な方を歓迎します。
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日
時

３
月
２３
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
１５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
２３
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
３
月
２
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

母
子
自

立
支
援
員
、
女
性
相
談
員

▽
３
月
９
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

民
生
児
童
委
員
、
身
体

障
害
者
相
談
員

▽
３
月
１６
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員

▽
３
月
２３
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

母
子
会
代
表
、
知
的
障

害
者
相
談
員

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

３
月
１
日
貂

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

３
月
１６
日
貉

午
後
６
時
か
ら
９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

今
年
お
よ
び
来
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
予
定
で
、
お
子
さ
ん
の
障
が

い
や
成
長
の
こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い

る
保
護
者
の
方
を
対
象
に
就
学
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

②
知
的
発
達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん

③
情
緒
面
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん

④
障
が
い
で
は
な
い
が
、
成
長
・
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

⑤
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
お
子
さ
ん

相
談
方
法

●
電
話
ま
た
は
学
校
教
育
課
窓
口

●
必
要
に
応
じ
て
小
学
校
の
学
校
見
学

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
祝
日
お
よ
び
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ふ
れ

あ
い
４

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３
（
入
室
希
望
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

無
料
相
談

無
料
相
談

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

就
学
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂



日
時

３
月
１７
日
貅

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

募
集
人
員

若
干
名

勤
務
時
間

午
後
４
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
の
間
で
３
時
間
勤
務

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

対
象

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

時
給

１
０
７
０
円

申
込
み

履
歴
書
（
一
般
様
式
）、
資
格

証
明
書
写
し
、
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）を
政
策
推
進
課
職
員

グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
１８
日
貊
ま
で

※
な
お
、
臨
時
職
員
の
登
録
は
職
種
に

か
か
わ
ら
ず
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時

３
月
４
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

「
閉
講
式
・
修
了
書
授
与
式
」

防
犯
の
お
話

江
南
警
察
署

生
活

安
全
課
職
員

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な
い
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
３
日
貅
、
１７
日
貅

午
前

１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ

イ
ル
ー
ム

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
と
は
、
案
内
役

（
現
役
医
師
）
が
、
世
界
各
地
の
貧
困
・

紛
争
・
災
害
地
域
で
医
療
支
援
、
心
の

ケ
ア
活
動
を
続
け
る
中
で
出
会
っ
た
、

明
る
く
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
輝
き
を
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像

と
引
き
語
り
の
音
楽
で
伝
え
ま
す
。

日
時

３
月
１９
日
貍

午
後
１
時
開
場

１
時
３０
分
開
演

場
所

町
民
会
館
２
階

ホ
ー
ル

※
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

参
加
費

無
料
（
全
席
自
由
）

※
詳
し
く
は
広
報
２
月
号
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
１５
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

募

集

募

集

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
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保
育
士
臨
時
職
員
募
集

役
場
／
政
策
推
進
課

95
―
１
１
１
１

内
線
２
０
３

蘂
法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

そ
の
他

そ
の
他

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

1月12日貉、平成23年愛知県交通安全県
民大会で、学校法人名鉄学園名鉄自動車専
門学校が、愛知県知事から表彰されました。
長年にわたって、幼児交通安全教室を開

催する等、地域の交通事故防止にご尽力を
いただいています。

名鉄自動車専門学校が
優良交通安全団体として

表彰されました。

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
５

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂



小
遊
三
・
鳳
楽
・
南
光
の
三
ツ
巴
競
演
会

東
西
落
語
家
の
競
演
、
円
熟
し
た
言

葉
の
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
の
方

の
介
護
者
も
含
め
３０
席
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
車
椅
子
利
用
者
の
方
は
、

専
用
車
両
で
会
場
ま
で
の
送
迎
を
い
た

し
ま
す
。
申
込
み
時
に
お
気
軽
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
２７
日
豸

午
後
２
時
開
演

場
所

扶
桑
文
化
会
館

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
み

参
加
費
を
添
え
て
、
ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
２
階
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ご
み
減
量
協
力
事
業
所
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
町
内
の
事
業
所
に
対

し
、
資
源
ご
み
の
回
収
量
に
応
じ
て
助

成
金
の
交
付
を
お
こ
な
う
有
償
回
収
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
登
録
方
法
な

ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
環
境
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
開
催

４
月
２４
日
豸
に
執
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
大
口
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お

け
る
立
候
補
届
出
関
係
書
類
の
作
成
、

選
挙
運
動
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、

候
補
者
を
擁
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

方
お
よ
び
そ
の
関
係
者
は
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

日
時

３
月
２４
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目

的
室

※
１
陣
営
に
つ
き
１
式
の
「
立
候
補
届

出
関
係
書
類
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
席
者
は
１
陣
営
に
つ
き
３
人
ま
で

と
し
ま
す
。

内
容

五
条
川
右
岸
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
計
画
の
変
更
案

縦
覧
場
所

役
場

都
市
整
備
課

縦
覧
期
間

３
月
１０
日
貅
か
ら
２４
日
貅

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

愛
知
県
内
の
特
定
の
産
業
に
適
用
さ

れ
る
７
業
種
の
産
業
別
（
特
定
）
最
低

賃
金
が
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
愛
知
県
最
低
賃
金

７
４
５
円

▽
鉄
鋼
業

８
６
２
円

▽
電
気
機
器
製
造
業

８
０
３
円

▽
輸
送
用
機
器
製
造
業

８
４
４
円

▽
精
密
機
器
製
造
業

７
９
２
円

▽
各
種
商
品
小
売
業

７
８
５
円

▽
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

８
２
６
円

▽
自
動
車
部
品
・
付
属
品
小
売
業

８
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
愛
知
県
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.aichi-

rodo.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

江
南
市
労
働
基
準
監
督
署

蘂
５４
―

２
４
４
３

平
成
２３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
５
０
２
０
円
で
す
。
年
額
は

１８
万
２
４
０
円
で
す
が
、
納
付
書
を
使

っ
て
１
年
分
を
一
括
で
支
払
う
場
合
、

３
２
０
０
円
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

平成23年3月号22

事
業
系
資
源
ご
み
有
償
回
収

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂

下
水
道
事
業
計
画
変
更
案
の
縦
覧

役
場
／
都
市
整
備
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
５

蘂

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
７

蘂

大
口
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

役
場
／
行
政
課
内

大
口
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

95
―
１
１
１
１

内
線
１
8
3

蘂

重
度
身
体
障
が
い
者
日
帰
旅
行

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
ー
０
０
６
０

蘂

国
民
年
金
保
険
料
が
４
月
か
ら
変
更

役
場
／
戸
籍
保
険
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
１

蘂

今
年
も
町
内
の
河
川
が
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
、
五
条
川
・
合
瀬
川
・
矢
戸

川
の
一
斉
清
掃
を
お
こ
な
い
ま
す
。
皆

さ
ん
で
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
気
持
ち

の
よ
い
水
辺
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
６
日
豸
（
小
雨
決
行
、
雨

天
中
止
）

午
前
８
時
５０
分
集
合

集
合
場
所

◆
五
条
川

河
北
グ
ラ
ン
ド
、
中
保
育

園
、
役
場
、
桜
橋
公
園
、
堀
尾
跡
公
園

◆
合
瀬
川

合
瀬
大
橋
（
ト
ナ
ミ
運
輸

東
側
）

◆
矢
戸
川

矢
戸
小
橋

※
お
近
く
の
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
で
ゴ
ミ
袋
を
お
渡
し
し
ま

す
。
軍
手
等
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

環
境
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
２

五
条
川
・
合
瀬
川
・
矢
戸
川

五
条
川
・
合
瀬
川
・
矢
戸
川



毎
年
３
万
人
を
超
え
る
方
が
自
ら
命

を
絶
ち
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
が
経
済
問

題
で
す
。
今
回
は
自
殺
対
策
講
演
会
と

し
て
、
多
重
債
務
問
題
と
自
殺
問
題
の

関
係
を
知
り
、
自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

３
月
１９
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目

的
室

講
師

公
園
通
法
律
事
務
所
代
表

弁
護
士

瀧

康
暢
さ
ん

※
手
話
通
訳
お
よ
び
要
約
筆
記
付
き

「
地
域
に
は
子
ど
も
が
い
て
、
障
が

い
者
が
い
て
、
高
齢
者
が
い
る
。
皆
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
家
を

つ
く
ろ
う
」
と
、
富
山
で
看
護
師
３
人

が
立
ち
上
げ
た
『
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
』

は
、
現
在
、
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
全
国
か
ら
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
が
共
に
生
き
る
社
会

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
２７
日
豸

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

会
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ほ
ほ

え
み
ホ
ー
ル

定
員

２
０
０
名

内
容

『
や
っ
ぱ
り
、
う
ち
（
家
）
が
一

番
！
』
〜
共
生
社
会
を
考
え
る
〜

講
師

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
こ
の

ゆ
び
と
ー
ま
れ
」
代
表

惣
万
佳
代

子
さ
ん

主
催

特
定
非
営
利
活
動
法
人

共
生

ホ
ー
ム

結

後
援

大
口
町

有
機
資
源
保
管
場
所
に
て
収
集
し
た

剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
に
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ッ
プ
は
、
ご
家
庭
の
庭
、
畑

等
へ
の
土
壌
改
良
材
や
マ
ル
チ
ン
グ

（
根
覆
い
材
）
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

お
渡
し
日

有
機
資
源
保
管
場
所
開
場

日
（
火
、
金
、
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時

※
昼
休
み
を
除
く
）

※
持
ち
運
び
用
の
容
器
は
各
自
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

大
口
さ
く
ら
メ
イ
ト
が
皆
さ
ん
に
お

贈
り
す
る
の
は
、
大
須
演
芸
場
で
も
活

躍
す
る
３
人
の
芸
人
さ
ん
の
演
芸
。
お

も
い
っ
き
り
笑
っ
て
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
２７
日
豸

午
後
２
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

多
目

的
室

出
演

雷
門
獅
篭
さ
ん
、
雷
門
福
三
さ

ん
、
柳
屋
三
亀
司
さ
ん

参
加
費

無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

※
整
理
券
は
、
２
月
２５
日
貊
か
ら
憩
い

の
四
季
事
務
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
先
着
順
）

問
合
せ
先

憩
い
の
四
季

蘂
９５
―

１
７
３
９

今
月
は
福
祉
手
当
の
振
込
月
で
す
。

１２
月
か
ら
３
月
分
の
手
当
が
３
月
２５
日

貊
に
希
望
金
融
機
関
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。
受
給
者
の
方
は
通
帳
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

連絡および問合せ先
中央公民館2階
学校教育課
TEL 95-4446

※入学式当日は、送付した「就学通知書」
を受付へ提出してください。通知書が届
いていない方や、欠席をされる方は、
学校教育課へ連絡してください。

おめでとうございます！
町内小中学校 卒業式＆入学式

南小学校・北小学校・西小学校
午前9時30分開式3/18（金）

南小学校・北小学校・西小学校
受付 午前8時50分から9時5分4/ 6（水）

大口中学校
午前9時20分開式3/ 8（火）

大口中学校
受付 午前8時30分から8時40分4/ 7（木）
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剪
定
枝
チ
ッ
プ
差
し
上
げ
ま
す

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂

福
祉
講
演
会

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

大
須
演
芸
場
が
大
口
へ

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

多
重
債
務
問
題
の
解
決
と
自
殺
防
止
対
策

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

ご
確
認
く
だ
さ
い「
福
祉
手
当
」

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂



東
海
理
化
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
が
、

大
口
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
一

緒
に
、
合
同
練
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
昨
年
お
こ
な
わ
れ
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
２
部
リ
ー
グ
大
会
。
運

営
し
た
大
口
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
、

東
海
理
化
の
監
督
か
ら
お
話
が
あ
り
実
現
。

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
チ
ー
ム
プ
レ
イ
。

チ
ー
ム
、
相
手
を
思
い
や
る
「
心
」
が
大

事
。
こ
の
思
い
の
強
い
選
手
が
一
番
」
と

話
し
た
後
、
練
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

選
手
は
、
基
本
姿
勢
か
ら
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
指
導
。
生
徒
も
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

協
会
ス
タ
ッ
フ
も
、
練
習
風
景
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

寒
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
心
温
ま
る
交
流

大
口
中
学
校

1
22
土

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
『
わ
く
わ
く
お
お

ぐ
ち
２１
』『
大
口
環
境
を
守
る
会
』、
建
設

協
会
（
９
業
者
）
と
行
政
が
、
中
小
口
の

六
部
橋
か
ら
ア
ピ
タ
近
く
の
大
栄
橋
ま
で

の
間
を
、
一
日
か
け
て
桜
保
護
活
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

樹
齢
５０
年
を
迎
え
た
五
条
川
の
桜
は
、

幹
が
太
く
な
り
根
が
張
れ
ず
樹
勢
の
衰
退

や
、
日
照
問
題
な
ど
か
ら
間
引
き
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
栄
橋
か
ら
順
に

樹
木
医
に
診
断
し
て
も
ら
い
、
桜
を
根
元

か
ら
伐
採
、
堆
肥
を
与
え
る
な
ど
を
し
ま

し
た
。

中
小
口
周
辺
で
は
、
地
に
根
を
張
り
桜

の
成
長
を
妨
げ
て
し
ま
う
笹
を
、
草
刈
り

機
で
除
草
し
ま
し
た
。

作
業
の
合
間
に
、
地

域
の
人
た
ち
と
親
睦
を

図
る
の
も
楽
し
み
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
は
、「
次
世
代
に

残
せ
る
、
き
れ
い
な
五

条
川
を
作
り
た
い
」
と

い
う
思
い
で
作
業
を
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

み
ん
な
で
大
口
町
の

桜
を
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

目
標
は
樹
齢
１
０
０
年
！

五
条
川
桜
保
護
活
動

五
条
川

1
29
土

▲ー本づつ診断し、印をつける樹木医



『
脱
メ
タ
ボ
お
じ
さ
ま
の
会
』
は
、
特

定
健
康
診
査
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
で
保
健
指
導

を
受
け
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
「
男
性
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
教
室
」
が
き
っ
か
け
で

で
き
た
６０
歳
以
上
の
男
性
の
健
康
づ
く
り

の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

毎
月
例
会
で
身
長
や
体
重
、
腹
囲
な
ど

を
計
測
し
、
お
互
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら

健
康
管
理
に
努
め
、
現
在
で
は
全
員
脱
メ

タ
ボ
を
達
成
し
、
１４
名
が
活
動
し
て
い
ま

す
。今

回
は
昨
年
開
園
し
た
『
脱
メ
タ
ボ
農

園
』
で
収
穫
し
た
小
麦
を
粉
に
し
た
強
力

粉
と
野
菜
を
使
い
、
栄
養
士
さ
ん
の
指
導

の
も
と
１０
品
を
作
り
ま
し
た
。
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『
脱
メ
タ
ボ
お
じ
さ
ま
の
会
』
料
理
実
習

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

1
15
土

７
周
年

憩
い
の
四
季
ま
つ
り

憩
い
の
四
季

2
5・6

７
周
年
を
迎
え
る
『
憩
い
の
四
季
』
が
、

憩
い
の
四
季
ま
つ
り
を
開
催
し
、
親
子
連

れ
を
は
じ
め
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、

「
娯
楽
室
で
手
品
で
遊
ぼ
う
」、「
ど
素
人

ダ
ク
シ
ョ
ン
（
落
語
・
安
来
節
・
歌
謡
コ

ン
ト
）」、「
講
演
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

研
修
室
で
は
「
自
分
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

名
刺
を
作
ろ
う
」、「
エ
コ
ブ
ロ
ー
チ
作

り
」、「
ミ
ニ
帽
子
と
プ
ラ
板
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
」
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
催
し
物
、

そ
の
他
さ
く
ら
屋
の
限
定
ラ
ン
チ
、
懐
か

し
い
ぽ
ん
菓
子
の
実
演
な
ど
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

土日

▲講演会『四季おりおり』
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１
人
年
額
５
０
０
円
の
掛
金
で
、
１
日

の
通
院
・
入
院
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
自
転
車
走
行
中
の
道
路
上
で
の
転

倒
等
で
あ
れ
ば
、
見
舞
金
の
対
象
と
な
る

『
交
通
災
害
共
済
』
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
人
も
、
３
月
３１

日
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
方
も
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
加
入
申
込
書
は
３
月
中
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

な
お
、平
成
２０
年
度
の
事
故
は
、３
月
３１

日
貅
で
す
べ
て
時
効
と
な
り
、
お
見
舞
金

の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
平
成
２０

年
度
加
入
者
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

町
民
安
全
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
３

県
内
の
交
通
事
故
に
つ
い
て

愛
知
県
内
の
昨
年
の
交
通
事
故
死
者
数

は
１
９
７
人
（
前
年
比
３０
人
減
少
）
で
、

ワ
ー
ス
ト
６
位
と
な
り
、
平
成
１７
年
か
ら

２１
年
ま
で
の
５
年
連
続
の
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
を
返
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
身

事
故
件
数
・
負
傷
者
は
微
増
し
、
交
差
点

で
の
出
合
頭
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う
！

事
故
死
者
の
う
ち
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

は
９０
人
と
、
一
般
成
人
の
７３
人
よ
り
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
死
亡

事
故
の
７
割
が
自
宅
か
ら
半
径
５
０
０
ｍ

以
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
た
道
で

も
油
断
せ
ず
、
車
に
注
意
し
て
外
出
し
て

く
だ
さ
い
。

運
転
者
は
交
通
安
全

ス
リ
ー
Ｓ
運
動
を
守
ろ
う
！

ス
ト
ッ
プ
（
赤
信
号
・
一
時
停
止
を
守

る
）、
ス
ロ
ー
（
徐
行
を
心
掛
け
る
）、
ス

マ
ー
ト
（
運
転
マ
ナ
ー
を
守
る
）
を
心
掛

け
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
事
故
は
な
く
せ
る

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
事
故
は
な
く
せ
る

総
力
を
挙
げ
て
、
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

交
通
災
害
共
済
加
入
者
募
集

交
通
災
害
共
済
加
入
者
募
集

１
人
年
額
５
０
０
円
！
も
し
も
の
時
の
た
め
、
み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
。

大口町交通事故発生状況大口町交通事故発生状況

平成22年に町内で
発生した交通事故件数は増加

平
成
２２
年
中
に
町
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数
は
、
人
身
・

物
損
事
故
を
合
わ
せ
る
と
１
２
５
６
件
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
る

と
２９
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
限
ら
ず
、

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
も
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
っ
て
、

交
通
安
全
マ
ナ
ー
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

人 身 事 故

物損事故
件数

人 数

死 者 重傷者 軽傷者

平成22年 257件 1人 5人 314人 999件

平成21年 279件 2人 10人 337人 948件

増 減 ー22件 －1人 －5人 －23人 ＋51件

●平成22年 事故発生件数

●時間別発生状況（人身事故 合計320人）

●月別発生状況（人身事故 合計257件） ●月別発生状況（物損事故 合計999件）
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就
職
活
動
真
っ
只
中

社
本

恵
里
子
さ
ん
（
豊
田
）

Ｈ
元
・
８
・
２７
生

充
実
し
た
半
年
間

大
学
で
所
属
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
、

第
５７
回
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
東
京
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ

の
大
会
は
、
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
、

各
ゼ
ミ
が
作
成
し
持
ち
寄
っ
た
論
文

を
も
と
に
討
論
を
お
こ
な
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ゼ
ミ
は
、『
企
業
戦
略

に
お
け
る
顧
客
管
理
の
重
要
性
と

今
後
の
展
望
』
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
論
文
作
成
の
期
間

は
大
会
ま
で
の
半
年
間
。
初
め
は
、

知
識
の
浅
さ
か
ら
方
向
性
も
見
え

ず
、
悪
戦
苦
闘
の
日
々
で
し
た
が
、

各
々
が
何
冊
も
本
を
読
み
、
毎
週

集
ま
っ
て
勉
強
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
論
文
も
内
容
の
濃
い
も
の

と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
他
校
の
学
生
と

意
見
交
換
し
、
よ
り
知
識
や
理
解

を
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
ひ
と

つ
の
論
文
を
作
り
上
げ
た
事
は
大

変
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
、
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
を
見
つ
め
る
時
期

就
職
活
動
も
始
ま
り
、
説
明
会

に
も
よ
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

自
己
分
析
も
重
要
と
な
り
、
今

改
ま
っ
て
自
分
っ
て
ど
ん
な
人
間

な
ん
だ
ろ
う
！？
と
自
分
を
振
り
返

っ
て
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
人
と
接
す
る
機
会
も
増
え
、

社
会
人
に
な
る
心
構
え
が
少
し
ず

つ
芽
生
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
面
接
が
始
ま
り
ま
す
が
、

笑
顔
を
持
ち
味
に
頑
張
り
ま
す
！

▲ゼミの仲間と。
「論文作成で絆も深まりました！」

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.200

風
花
舞
う
日
差
し
の
な
か
、
岡
さ
ん

（
６５
）
は
、
高
齢
者
の
男
性
向
け
料
理
教

室
に
や
っ
て
き
た
。
企
業
戦
士
だ
っ
た
頃
、

彼
は
妻
の
手
料
理
に
癒
さ
れ
て
き
た
の
で

退
職
後
は
妻
の
た
め
に
腕
を
磨
き
た
い
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。

「
本
日
の
料
理
は
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
イ
タ

リ
ア
ン
で
す
」
栄
養
士
の
指
導
の
元
、
手

際
よ
く
料
理
を
こ
な
し
試
食
に
移
る
の
だ

が
、「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
ワ
イ
ン
ぐ
ら
い

飲
み
た
い
よ
な
ぁ
」
と
言
う
受
講
生
に
賛

同
の
声
が
あ
が
る
。

営
業
畑
で
バ
リ
バ
リ
と
や
っ
て
き
た
岡

さ
ん
は
そ
ん
な
皆
の
意
見
を
ま
と
め
あ

げ
、
主
催
者
と
直
談
判
す
る
こ
と
で
次
回

か
ら
は
ワ
イ
ン
が
た
し
な
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
教
室
で
は
こ
ん
な
話
し
も
持
ち
上

が
っ
て
い
た
。

男
性
が
リ
タ
イ
ア
し
た
後
、
地
域
で
集

ま
る
施
設
と
し
て
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
も
あ
る
の
だ
が
、
お
手
玉
や
折

り
紙
を
し
た
り
、
童
謡
を
歌
う
よ
う
な
こ

と
は
元
気
な
高
齢
男
性
の
プ
ラ
イ
ド
が
許

さ
な
い
。

「
自
分
達
が
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
、
通

い
た
い
施
設
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
」
地
域
に
元
気
な
男
た
ち
の
居
場
所
を

つ
く
る
。

同
じ
志
を
持
つ
友
人
を
見
つ
け
た
岡
さ

ん
は
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
は
じ
ま
り
に

気
分
の
高
揚
を
感
じ
て
い
た
。

次
号
に
つ
づ
く

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
２０
話

男
性
専
科

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

この話は利用者の7割が男
性で、常に定員一杯の状態が
続く東京都杉並区の“高齢者
在宅サービスセンター松渓ふ
れあいの家”の話しをもとに
しておるんじゃ。
松渓ふれあいの家では、デ

イサービスで囲碁、将棋、麻
雀をしたり、ワインの日など
もあるようじゃ。「デイサー
ビスなんて…。」と思ってい
る男性諸君には寝耳に水の話
じゃろうな。
次回が楽しみじゃな。

△T imeからひとつまみ



〇
月
×
日

１
才
か
ら
行
き
始
め
た

保
育
園
。
最
初
の
う
ち
は
泣
い
て
泣

い
て
…
。
大
丈
夫
か
心
配
な
気
持
ち

も
あ
っ
た
け
ど
、
今
で
は
ず
い
ぶ
ん

慣
れ
て
き
た
様
子
。
ズ
ボ
ン
を
自
分

で
は
こ
う
と
し
た
り
、
お
ま
る
に
座

る
マ
ネ
を
し
た
り
、
友
達
か
ら
の
影

響
も
す
ご
い
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

〇
月
×
日

保
育
園
の
お
迎
え
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
帰
る
と
き
に
先
生
た

ち
ひ
と
り
ひ
と
り
に
タ
ッ
チ
し
て
バ

イ
バ
イ
す
る
こ
と
や
、
給
食
で
お
か

わ
り
ま
で
し
て
い
る
様
子
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
聞
く
と
安
心
し
ま
す
。

仕
事
か
ら
帰
る
と
、
玄
関
ま
で
「
お

か
え
り
！
」
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の

妃
菜
ち
ゃ
ん
に
癒
さ
れ
ま
す
♪

〇
月
×
日

去
年
の
夏
に
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
や
、
い
と
こ
た
ち
と
ス
マ
ッ
プ

の
コ
ン
サ
ー
ト
へ
！

そ
の
後
、
テ

レ
ビ
で
ス
マ
ッ
プ
が
出
る
と
「
パ
イ

パ
イ
！
」
っ
て
指
さ
し
す
る
よ
う
に
。

ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
ん
だ
ね
。

音
楽
を
か
け
る
と
、
リ
ズ
ム
を
と

っ
て
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
る
妃
菜
ち
ゃ
ん
。

ま
た
行
こ
う
ね
♪

今
年
は
コ
タ
ツ
を
出
し
た
の
で
、
休
日
は
１

日
カ
メ
状
態
で
す
。
こ
の
ま
ま
春
ま
で
、
コ
タ

ツ
の
中
で
冬
眠
し
た
い
〜
。
で
、
体
重
も
ク
マ

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
す
も
も
）

３０
代
で
厄
年
が
２
度
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
気

付
か
ぬ
う
ち
に
何
事
も
な
く
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
今
年
最
後
の
後
厄
だ
け
は
、
お
払

い
に
行
っ
て
こ
よ
う
か
な
…
。

（
か
こ
）

よ
う
や
く
春
で
す
ね
♪

ま
だ
ま
だ
寒
く
て

風
が
強
く
て
気
持
ち
は
ざ
わ
ざ
わ
と
落
ち
着
か

な
く
て
…
。
で
も
や
っ
ぱ
り
好
き
な
季
節
で
す
。

（
た
か
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,200人 男性 11,312人（前月比 －1人）
（2月1日現在） 女性 10,888人（前月比 ＋1人）
世帯数 7,903世帯（前月比 －2世帯）

発 行 大口町 〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課 広報おおぐちは再生紙を使用しています。

こ
ん
に
ち
は
！

平
成
２２
年
９
月

１７
日
に
生
ま
れ
た
山
田
結
菜
で
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
と
き
は
お
風

呂
が
大
き
ら
い
で
、
毎
日
泣
い
て
い

た
け
れ
ど
、
今
は
大
す
き
。
お
風
呂

の
中
で
体
を
浮
か
せ
て
、
足
を
ぶ
ら

ぶ
ら
し
た
り
、
頭
を
洗
っ
て
も
ら
っ

た
り
す
る
の
が
と
っ
て
も
気
持
ち
が

い
い
ん
だ
。

最
近
は
よ
く
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
が
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
の
を

じ
ー
っ
と
見
て
い
る
よ
。
お
い
し
そ

う
で
よ
だ
れ
が
で
ち
ゃ
う
。
ど
ん
な

味
が
す
る
ん
だ
ろ
う
。
早
く
食
べ
た

い
な
。

結
菜
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
る

よ
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
元
気
に
育
っ

て
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
！

木
坂
陽
と
い

い
ま
す
。
平
成
２２
年
９
月
１７
日
、
ま

だ
夏
の
暑
さ
残
る
と
て
も
晴
れ
た
日

に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
あ

っ
と
い
う
間
に
４
か
月
。
３
７
４
６

ｇ
で
生
ま
れ
た
陽
も
今
で
は
８
６
２

０
ｇ
に
！

び
っ
く
り
仰
天
で
す
！

最
近
で
は
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
、

そ
れ
は
見
事
な
キ
ッ
ク
ま
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ね
。
そ
ん
な
陽
の
成

長
が
心
か
ら
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
楽
し
い
事
が
沢
山
待
っ
て
い
ま

す
。
大
き
な
山
や
広
い
広
い
海
…
陽

は
ど
ん
な
顔
を
し
て
見
る
の
か
な
？

今
か
ら
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
陽
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の

太
陽
で
す
。

い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね
。

No.638No.639

きさか はる くん やまだ ゆな ちゃん

（
下
小
口
）お

父
さ
ん

木
坂

健
二

お
母
さ
ん

希
望

（
下
小
口
）お父

さ
ん

山
田

祐
輔

お
母
さ
ん

優
子

橋
本

美
智
子
さ
ん

妃
菜
ち
ゃ
ん

Ｈ
２１
・
６
・
９
生

秋田

vol.204
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